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凡 例
現在の生産緑地
町丁界

１９４７年南大泉の移り変わり



１９６８年新都市計画法



◆三大都市圏を中心とした地価高騰

農業体験農園開設の時代背景
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○ 三大都市圏の地価の推移

（１９８１年を100とした指数）

資料：国土交通省「地価公示」を基に農林水産省で試算。

新都市計画法

都市農業・都市農地をめぐる施策の背景

１９９１年バブル景気のピーク

練馬方式
農業体験農園開園

１９８６年バブル景気始まり

地価高騰による都市農業不要論



農家の経営が少しづつ変化していく

市場出荷が主であった経営から

消費者交流型の農業に変化していく



農業体験農園とは・・・

消費者参加型農園の種類と相違点

市民農園

観光農園

農業体験農園（練馬方式とも呼ばれている）

農地を区画貸し、播種・栽培管理・収穫までの一連の作
業を入園者が自ら実施する

農地所者は、農地の提供のみ

ブルーベリーなどの、収穫体験型

観光目的の一つとして果樹などの摘み取りを体験

市民農園とも観光農園とも異なる

農家自らが野菜作りのコツ面白さや農業文化を伝える
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農家が市民と交流しながら運営をする



農業体験農園はひとつの農地で多様な機能を発揮できる



都市農業の機能役割を１つの仕組みで実現

良好な景観・
生活環境の
形成

生きがい・社会参
加・機能回復の場

の提供

新鮮な農産
物の供給

農業に対する
理解の醸成

大災害に対す
る防災・減災

交流の場の提
供、コミュニティ
の形成

★農業経営の一部門とし
て農業者が開設、経営

安定的な収益
≠市民農園

★私たちの暮らしに「農業」
が持つ役割や使命を認識

”都市農業”の機能・役割
を１つの仕組みで実現

農業者
（園主）

市民
（参加者）

×

1996年
練馬で誕生

農業体験農園

区内17園

全国およそ400園



農業体験農園の仕組み

園主の指導の下で
農業を体験できるため
誰でも高品質な
農産物を収穫できる

入園者募集

計画書作成

入園者決定 講習会開催

交流会開催

収穫
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講習会作付け表



講習会日程表



講習会の様子



作業は全て利用者が行う（食育、教育）



農具は全て用意する

１ 個人では運搬が大変

２ 農具は整備されている

３ 農薬も時期に合わせ必要な種類が用意される

４ マルチシートや防虫ネットなど必要な物は全て用意



種は必要な量を小袋に分ける

１ 美味しい品種を選ぶ
（良い品種は農家の長年の経験から選ぶ）

２ 必要量だけ渡す
（種を無駄にしない）

３ 苗も準備する
（良い苗を選ぶ）



素人でもお店に並ぶような
立派な野菜を作ることができる



農家の高い技術が生産性を高め健康に役立つ

（２０１８年東京大学 飯田）

１区画 約２７０ｋｇの 収穫量

一人当たりの年間消費量 ９０．８ｋｇ

１区画で家族３人分をまかなえる

（３０ｍ²）



住宅に囲まれている農地（景観が良い）

地産地消



体験農園を上空から撮影（環境保全）



利用者年齢層

和歌山大学観光学部．藤田武弘教授
資料より作成 2017.3
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イベントに対する意向

できるだけ参加したいと思っている

いろいろな人と交流できてうれしい

交流会など行事自体が楽しい

家族と一緒に来られるので良い

交流会などの行事に主体的に参画していきたい

友人が出来て農園以外の交流が進んだ

友人ができて農園の管理が楽になった

限られた人達の行事になっている

あまり参加したくない

その他

６９．０％

４０．０％

２４．５％

１９．９％

１４．０％

９．０％

６．８％

６．１％

６．０％
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和歌山大学観光学部．藤田武弘教授
調査資料より作成 2017.3



畑での防災訓練（防災機能）

２０１９年、区内９農園で実施



畑での防災訓練
利用者 今後の意向

１ 今後もこの農園で続けていきたい

２ 農業体験農園の中に自由に作れる区画がほしい

3  農園は変わっても農業体験農園は続けたい

４ 農業体験農園と市民農園両方を利用したい

５ 農村等に移住して農業を中心とする生活をしたい

和歌山大学観光学部．藤田武弘教授
調査資料より作成 2017.3

92.0%

18.3%

18.1%

６郊外の面積の広い農業体験農園を利用したい

７ 自由に作れることができる市民農園に移りたい

８ 農地を借りて本格的な農業経営をしたい

９ 農業体験農園を続けていくことは難しい

10 その他

8.6%

3.3%

2.9%

1.7%

2.7%2.7％

5.8％

3,2％



農業体験農園を開設してみた農家の感想

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

n

m

l

k

j

i

h

g

f

e

d

c

b

aa. 農業所得が増えた

b.
労働時間の省力化ができ
た

c. 労働の質が変化して経営にプラスになった

d.
入園者が農業体験農園の行事・作業などの運営に参加してく
れて助かっている

e.
入園者が農業体験農園の行事・作業などの運営に参加してくれて助
かっている自作の農業も手伝ってくれて助かっている

体験農園以外の部分の作付を変えて経営のプラスになった

g. 直接消費者と触れ合えて「農業のやりがい」ができた

h. 多くの人たちと交流ができて楽しい

農業所得が減少した

労働時間が増えた

k. 全体の農業経営の足を引っ張ってマイナスとなっている

人との交流が煩わし
い

m.
特に何も感じてい
ない

n. その他（所得が安定した ,家族が畑を楽しむようになった

63.2%

50.0%

55.3%

57.9%

31.6%

34.2%

73.7%

86.8%

2.6%

15.8%

0%

0%

5.3%

0%



• 地域住民との付き合いの変化の有無とその内容

48.1%

36.7%

26.3%

20.2%

14.7%

11.6%

1.0%

51.9%

１ 変化があった

２ 農産物のおすそ分けをするようになった

３ 日常の立ち話をするようになった

４ 農業に関する話をするようになった

５ あいさつ程度のつきあいをするようになった

６ 地域の活動に積極的に参加するようになった

７ 日常生活において助け合うようになった

⒏ その他

９ 変化はない

和歌山大学観光学部．藤田武弘教授
調査資料より作成 2017.3

70.8%



地域の繋がりが大きく変わった長島さん



都市の暮らしと体験農園

農業体験農園で得られたもの



自己紹介



地域コミュニティの希薄化

平成17年国土交通省データ

都市部では約8割の人が地域
での付き合いがない



農業体験農園に参加して



体験農園で採れる新鮮な野菜



彩鮮やかな夏野菜



秋野菜の収穫



講習会



農園でのつながり



子どもたちが収穫を手伝って
くれました



体験農園をきっかけに



小学校のPTA会長に



おやじの会



消防団活動



農園の
素晴らしい風景



最後に



畑から、地域とつながる

農業体験農園と子ども食堂をむすぶ
《野菜のおすそわけ》活動

2019年11月30日

2018年6月16
日
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練馬区在住 今年で7年目

＊2002年～2014年

NPO法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ理事

＊2016年～現在

同法人 事務局スタッフ

＊2014年～ 農業体験農園「緑と農の体験塾」塾生となる

＊2015年～ 《野菜のおすそわけ》プロジェクトを開始

自己紹介 村山 純子



《野菜のおすそわけ》とは

体験農園の利用者の方々から
野菜を募り「子ども食堂」などの地域
活動や食の支援活動などに寄付する
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《野菜のおすそわけ》を始めたきっかけ

＊困窮するひとり親世帯への

食料支援

新鮮で栄養価の高い野菜を
成長期の子どもに送りたい

＊練馬区で複数の「子ども食
堂」がスタートという情報

地元で育てた野菜を

地元の活動に提供したい

✓「体験農園で採れる、家族や友人だけでは食べき
れないほど豊富な量の野菜を活かせないか？」

体験農園から子ども食堂へ

《野菜のおすそわけ》活動をスタート！



「子ども食堂」とは

（NPO法人全国こども食堂支援センター・むすびえの調査結果）

（厚生労働省 平成30年6月28日「子ども食堂の活動に関する連携・協力の推進及
び子ども食堂の運営上留意すべき事項の周知について(通知) 」より）

＊子どもたちや高齢者など地域住民に対

し、地域のボランティアが無料または安価

で栄養のある食事を提供する取組み

＊子どもの貧困問題を背景に2015年頃から全
国各地で取り組まれるようになった

＊2019年現在、3718カ所



「子ども食堂」 活動はさまざま

困難を抱える子どもたちへの支援を中心に活動するもの

地域たちを対象とした交流拠点を設けようとするもの

子どもたちに限らず、その他の地域住民を含めて対象とし、

交流拠点を設けようとするもの

厚生労働省平成30年6月28日通知より



2019年7月現在

子ども食堂(14)



2019年7月現在

農業体験農園(17) 子ども食堂(14)



2019年7月現在

農業体験農園(17) 子ども食堂(14)

緑と農の
体験塾



＊他の体験農園にも呼びかけ、３つの体験農園か
ら野菜を集荷、５つの子ども食堂へ配送。

56

＊農園それぞれで近くの子ども食堂におすそわけを
するようになる



緑と農の
体験塾

2019年7月現在

農業体験農園(17) 子ども食堂(14)

石神井ゆうやけ
子ども食堂

（なゆたふらっと）

桜台こども食堂
（東京子ども子育て

応援団）



石神井ゆうやけ子ども食堂
＊「なゆたふらっと」と「野の花伝道所」の共催
＊2014年12月より食堂をスタート
月２回（第1金曜、第3日曜）開催

＊2019年7月までに延べ103回開催。
＊毎回40名～50名の子どもと大人が参加。
子どもだけでなく、高齢者の参加も多い
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桜台こども食堂

2015年10月： 子ども食堂月２回（第2、第4火曜）
練馬区桜台の練馬バプテスト教会ホールにて開設

2016年7月：学校休業中の昼食事業を開始
2016年8月：宅配事業開始
2016年9月：学習指導事業を開始
2018年2月：一般社団法人 東京子ども子育て応援団
設立
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認定NPO法人
しんぐるまざあず・ふぉーらむ

１９８０年に発足 ２００２年よりＮＰＯ法人
当事者が中心のＮＰＯ

シングルマザーが子どもといっしょに生き生き楽しく生
きられるように、勇気づけ、社会で活躍できる支援を行
っている

＊電話・メール相談 ＊食料支援 ＊親子野外イベント

＊入学お祝い金事業 ＊キャリア支援プログラム

＊メルマガ発信 ＊出版事業 ＊支援者養成

＊シングルマザー向けセミナー ＊政策提言



相談と連携した食料支援
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おすそわけ野菜は米、食品、菓子
などと一緒にパッケージ
電話相談などでつながった支援が
必要な世帯に随時、送付している
（月に7～8世帯）

困難を抱え孤立するひとり親家庭と
つながるきっかけとなっている



共同畑で野菜づくり

62

• 2016年からは二つの子ども食堂としんぐ
るまざあず・ふぉーらむが共同で体験農園
に区画を借り、野菜作りを始める

• ３団体のスタッフや大学生、区民、食堂
の利用者、会員などが作業に参加
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• 月３～４回、体験農園の講
座開催と子ども食堂の開催日
に合わせて作業。

• 収穫した野菜は３団体で
シェア。

• 2018年からは共同の畑は２
区画に。



子どもたちも農作業に参加

• 子ども食堂を利用している親子も農
作業に参加

• 食堂で食べる野菜を自分で種をま
き、手入れし、収穫する経験は、子ど
もにも大人にもも発見と喜びがある

リフレッシュと食育の場となっている



農園のイベントにも参加

農園の食事会や夏祭り、収穫祭などに子ども食堂
の子どもたちやスタッフも参加。

農園利用者の方々との交流も生まれている





ありがとうございました


